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１  はじめに 

 

高温登熟による玄米品質の低下の一因となってい

る乳白粒は、近年の夏期高温化の傾向等により宮城

県内においてもその発生は年々増加している。2019

年産米においては、籾数増及び出穂後の高温により

乳白粒の発生が顕著で品質低下を助長させる要因と

なった。そこで、直近３カ年における県内生育調査

圃場等の生育調査及び収量調査を基にして玄米の乳

白粒発生に及ぼす出穂後の気温と籾数の関係を検討

（試験１）するとともに、試験場内圃場において籾

数の多寡が非構造性炭水化物（以下、NSC）及び乳白

粒発生等に及ぼす影響についても検討（試験２）し

た。 

 

２ 試験方法 

 

（試験１）2017～2019 年の３カ年において、宮

城県水稲生育調査圃場の「ひとめぼれ」栽培圃場 23

カ所及び宮城県古川農業試験場（宮城県大崎市）内

の水稲作況試験圃場の生育調査及び収量・品質調査

のデータを用いた。気象データは農研機構農業環境

気象変動センターのメッシュ農業情報システムに

より各圃場が位置するメッシュ温度を算出した。玄

米品質分析は穀粒判別機 RGQI-10A（サタケ社製）

により行った。また、m2 当たり籾数を、多：300 百

粒以上、適：270～300 百粒、少：270 百粒未満と区

分した。 

（試験２）2019 年に宮城県古川農業試験場内圃

場で行った。供試品種は「ひとめぼれ」、移植日は

５月 17 日とした。籾数別の NSC 含量を比較するた

めに基肥窒素を０、３、５、７kg/10a の４区を設定

し、NSC 含量は重量法 3)に準じて測定した。

３ 試験結果及び考察 

 

（試験１）出穂後 20 日間の平均気温は、2019 年

が 25.8℃、2018 年が 23.9℃、2017 年が 22.3℃、平年

値が 24.2℃（直近５カ年の平均値）であった。平均

気温が平年並（2018 年）または平年を下回って（2017
年）推移した場合は、乳白粒率に対する m2 当たり籾

数の影響は小さく有意な差はみられないが、平年を

上回って（2019 年）推移した場合には m2 当たり籾数

の影響を強く受け乳白粒率が高まり、有意な差がみ

られた（図１、２）。

玄米充填示数は乳白粒発生の要因の一つとされる

出穂後の高温障害影響期間の同化産物の供給不足を

間接的に評価するものであり、出穂後の気温日較差、

穂揃期の葉色及び窒素保有量、千粒重から算定して

いる。この示数と乳白粒率には２次関数で有意な相

関が認められた（図３）。なお、籾数「多」のうち

図３の破線丸囲みの５ほ場の乳白粒率が高いが、こ

の５ほ場の移植日は同水準籾数のほ場と比べ平均で

６日早く、初期生育が進み有効茎割合は５％低かっ

た（データ省略）。この差により籾数「多」の同水

準の玄米充填示数のほ場に比べ乳白粒率が高まった

ものと考えられた。

これらの結果から葉（ソース）から玄米への同化

産物の供給不足と籾数（シンク）の多寡の違いが乳

白粒の発生に影響を及ぼしていることが考えられた。

このため、蓄積された同化産物量及びその転流につ

いて検討するため籾数別の NSC 含量を調べることと

した。 

（試験２）穂揃期、成熟期のいずれも１籾当たり

NSC 含量は籾数が多いほど低く、玄米充填示数及び

稈充実度も同様の結果となった。籾数が多いほど１

籾当たりに分配される NSC 含量及び稈充実度が低下

することで玄米への同化産物の転流不足を引き起こ

し、加えて出穂後の高温条件が稲体の消耗を助長す

ることで、高温年においては籾数の影響がより強ま

り、乳白粒の発生増加に繋がったと考えられた（表

１）。小葉田ら 1)は過剰な籾の着生を抑え登熟期に

１籾当たりの同化供給を促進することが乳白粒の発

生抑制対策として有効であるとしており、また塚口

ら 4)は、登熟期に同化供給が低下した場合に蓄積さ

れた NSC 含量が不足する同化供給を補填し、籾の充

実に対する貢献度がより高まるとしている。これら

を踏まえ籾数の適正制御及び稈充実度や NSC 含量の

蓄積を高める栽培管理の更なる検討が必要であると

考えられる。
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４ まとめ 

 

玄米の乳白粒は、出穂後 20 日間の平均気温が平年

を上回って推移した場合、m2 当たり籾数が多くなる

と発生率は高まった。これは m2 当たり籾数が多いほ

ど１籾当たりの NSC 含量、稈充実度が低下すること

で同化産物の転流不足が起こり、特に高温条件下で

は稲体消耗が助長されたことで、発生がより顕著に

なったと考えられた。夏期高温化の傾向は今後も続

くものと想定され 2)、これまでの収量の安定性や品

質向上対策に加え、乳白粒の発生抑制対策としても

籾数の適正制御が一層重要であると考えられる。
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図１ 各年次における m2当たり籾数と乳白粒率の関係    図２ 各年次における出穂後 20日間の平均気温と

注）**は１％水準での有意差を示し、表記のない場合    乳白粒率の関係

は有意差なしを示す。                  注）凡例中の多：300 百粒以上、適：270～300 百

粒、少：270 百粒未満（いずれも㎡当たり籾数） 

注 2）**は図１に同じ。

表１ NSC 含量及び乳白粒率、収量構成要素等について

 

 

図３ 玄米充填示数と乳白粒率の関係(2019 年) 

注）玄米充填示数は次式で算出した。 

   

  注）稈充実度は㎡当たり乾物重(g)/ m2当たり穂数（本）/稈長

(cm)×1,000 で算出し、１籾当たり稈充実度は稈充実度/㎡当

たり籾数×10,000 で算出した。 

出穂後20日

∑ 気温日較差 × ×
出穂後11日

（平成19年度宮城県普及に移す技術第82号３）

穂揃期のSPAD値

穂揃期窒素保有量

1

千粒重

% 百粒/㎡ 本/㎡ 粒/穂 % ％ g kg/10a

N7 7.2 309 505 61 72.7 89 21.9 548

N5 4.0 266 450 59 75.9 92 22.2 507

N3 2.0 224 396 57 77.5 95 22.1 446

N0 0.4 172 313 55 82.8 95 22.2 348

試験区
千粒重

精玄
米重

乳白
粒率

整粒比穂数
一穂
籾数

登熟
歩合

籾数

１株当たり １籾当たり １株当たり １籾当たり

g/１株 mg/１籾 g/１株 mg/１籾

N7 8.0 9.8 5.9 3.5 2.1 16.4 6.8 532.3 218.5

N5 8.6 9.8 7.0 3.5 2.5 19.9 7.5 746.8 281.6

N3 10.5 8.8 7.3 4.3 3.5 20.4 10.1 909.0 450.6

N0 14.3 6.6 7.0 4.7 5.0 20.2 12.5 1177.2 724.3

試験区
玄米
充填
示数

穂揃期NSC量 成熟期NSC量 稈充実度

穂揃期 成熟期 穂揃期 成熟期

１籾当たり
稈充実度
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